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地域共創分野 設置の背景等

• 将来の不確実性や知識集約型社会に対応したイノベーション・エコシステムを産学官
の共創（産学官共創）により構築することが必要。

• 「ウィズ／ポストコロナ」の社会像を世界中が模索する中、産学官民で将来ビジョンを
策定・共有し、その実現に向かって取り組むことが必要。

• 経済が厳しい状況にある中、国が重点的に支援し、大学等を中核とした組織対組織
の本格的な共同研究開発の推進と環境づくりを進めることが重要。

• 新型コロナウイルス感染症拡大は、知的・人的・物的リソースを都市部に依存する

一極集中型の日本社会の脆弱性を浮き彫りに。

• 地域への分散化によって、強靭性（レジリエンス）を獲得・リスクを最小化し、地域産
業・社会の抱える課題を地域が自立的・持続的に解決し続ける仕組みとなる

イノベーション・エコシステムの構築が急務。

• 絶えず変化・複雑化する地域の課題に対し、知の拠点である地域大学等、地域

ニーズを把握している地方自治体、出口となる企業が連携し、地域における産学官の

地域共創の場の構築が必要。

【共創の場形成支援プログラム（COI-NEXT） 設置の背景】

【地域共創分野 設置の背景】
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出典： 地域中核・特色ある研究大学総合振興パッケージ（令和４年２月１日総合科学技術・イノベーション会議） 4



共創の場形成支援プログラムを通じて成し遂げたいこと

共創
の場

SDGs×ウィズ/ポストコロナの
社会像（ビジョン）共有

人が
変わる

大学が
変わる

社会が
変わる

自立的・持続的な
産学官共創拠点の形成

バックキャストによる
イノベーションに資する

研究開発

社会課題を解決し社会を変える

5

特色ある地域大学

・特定分野で世界TOPレベルの研究
・地域課題に大学の“知”で貢献
・産学官連携を大学が主体性をもって推進



地域共創分野において重視する点について １／３

6

１．地域拠点ビジョンの策定・共有における徹底議論

・多様なステークホルダーを巻き込みつつ策定・共有することが極めて必要

・壁にぶつかった時に立ち戻る原点こそ地域拠点ビジョン、従ってメンバーで腹落ちする地域拠
点ビジョンを共有することが不可欠（リーダーからの単純なトップダウンであってはならないと
考える）

・現時点では実現が無理と思われるようなことがあっても、10年という期間があれば、社会を
大きく変えることができる。地域社会の目指すべき姿を、関係者が自分事として捉えつつ、徹
底的に議論して大きな構想を描き、その実現にチャレンジすることを期待

２．「誰のため」「何を解決したいか」の掘り下げ

・地域共創である以上、地域の市民や住民は重要なステークホルダー

・市民や住民の生の声を聞いて、どの地域のどんな年齢層の人たちの課題を解決するのかな
ど、より具体的に掘り下げて議論すべき

・市民や住民を巻き込んで共感を得つつ、地域一体のムーブメントに繋がっていけば理想的



地域共創分野において重視する点について ２／３
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３．その社会課題をどのように解決しようとしているのか

（本格型）

・本格型期間終了時の達成目標（可能であれば定量的に）や具体的なアプローチの提示

・10年後の未来社会の姿からバックキャストして必要とされる基盤的技術と、提案時に保有して

いる技術からの継続的進展で実現できる性能・要素との間には、多くの場合乖離があるが、この

乖離がイノベーションを引き起こす原動力

・乖離を埋めることに焦点を当て、大学の強みや特色、拠点のコアアセット（研究、技術、知財、

体制など）などをどのように活かし取り組んでいくかを議論し、必要な要素は外部からも積極的に

取り入れることも検討の上、研究開発課題等を設定

（育成型）

・本格型に移行して社会課題を解決するために何が不足しているか、育成型期間中に何をすべ

きかの明確化・提示



地域共創分野において重視する点について ３／３
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４．地域における「組織」対「組織」の連携強化

・「地域の特色に応じた」「組織対組織」の本格的な産学官連携

・地域大学等と自治体、企業等がお互いに必要な存在と認め合い、持続的で緊密なパート
ナーシップを築くことを強く期待（※）

・そのためには、上記それぞれの機関が、従来の考え方やビジネスに固執しては対応できない
（自己変革が必要）

※補足

-（代表機関・幹事自治体以外の）参画機関の大学等・企業等は、当該地域内に所在している必要はない

-自治体、企業等がプロジェクトにどのような形で関わるか、役割分担の明確化が求められる

５．顔の見えるリーダーシップ

・地域の産学官共創を組織的に推進していく上で重要なのは 「人」

・“対話”を通じ、人を巻き込み、「プロデュースできる人材」

・熱い志、高いエネルギーをもった顔の見える人が周囲を巻き込み、地域一体の活動を牽引し盛
り上げることを大いに期待

・若手や多様性に富む方々がプロジェクトを牽引することも期待



ありたい姿/社会像

ギャップ

イノベーションを生むバックキャスティング・アプローチ

＋１０年 ＋３０年 時間軸

到
達
し
た
い
目
標

Forward Casting 

Approach

Back Casting 

Approach

このギャップがイノベーションを
引き起こす原動力

１０年後の社会像探索には＋２０、３０年
後の社会の“ありたい姿”を創造し、そこから
バックキャスティングするアプローチ

イノベーション
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地域共創の場
産官学民などの関係者が課題を共有し

共に考え、解く場

Lab B
（社会実装研究）

Lab A
（基盤的研究）

並
走
す
る

COI-Next補助期間 自立・自走

ギャップを乗り越え
る革新的な基礎研究
成果を生み出す。

既存技術＋開発した
技術を適応し課題を
一つ一つ解決する。

革新的な研究成果を活かし、
イノベーションを誘発する

現場を知り、課題を一つ一つ解く

共通の目標を持ち密な議論を重ねる

地域共創の場で課題
解決を遂行する体制
のイメージ
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ＰＯ副ＰＯからのメッセージ：まとめに代えて
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⚫ 「現地現物主義」がモットー：地域ごとの現場を見て、理解
し、地域の方々へ寄り添いたい

⚫ 地域の産学官連携により社会課題を解決する着実な活動・実
績を期待したい

⚫ こうした活動・実績を全国各地で生み出し、それが徐々に波
及する流れを生み出したい

意気込み・チャレンジあふれるご提案を、心より楽しみにしています


